
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
所
得
段
階

を
１
２
段
か
ら
１
６
段
階
に
し
、
高

所
得
者
層
に
よ
り
負
担
を
求
め
る
と

し
ま
し
た
が
、
保
険
料
が
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
除
い
て
大
幅
に
引
き
上

が
り
ま
す
。

【
服
部
】
保
険
料
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
説
明
を
求
め
る
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
介
護
給
付
費
準

備
基
金
の
全
額
取
崩
し
や
所
得
段
階

区
分
を
多
段
階
化
し
、
高
所
得
の
方

に
応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
低
所
得
の
方
の
保
険
料

の
上
昇
を
抑
え
る
よ
う
努
め
た
が
、

第
４
段
階
以
上
の
方
に
は
第
８
期
保

険
料
よ
り
も
負
担
増
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

【
服
部
】
介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
・

育
成
の
た
め
の
研
修
な
ど
の
補
助
制

度
は
考
え
て
い
る
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
生
活
援
助
従
事

者
研
修
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、

介
護
支
援
専
門
員
実
務
者
研
修
の
３

つ
の
研
修
を
対
象
と
し
、
1
人
あ
た

り
10
万
円
を
上
限
と
し
て
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
を
令
和
６
年
度
か

ら
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

【
服
部
】
政
府
は
「
利
用
料
の
２
割

負
担
」
「
要
介
護
１
・
２
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
保
険
給
付
外
し
」
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
の
有
料
化
」
な
ど
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
を
す
す
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
稲
沢
市
と
し
て
意
見
を

述
べ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
令
和
６
年
度
か
ら
の
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
「
高
齢
者
と
共

に
生
き
る
地
域
環
境
づ
く
り
」
に
必

要
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
国
の
負
担

割
合
の
引
上
げ
や
低
所
得
者
対
策
な

ど
、
国
に
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

【
服
部
】
災
害
対
策
用
の
備
蓄
品
に

つ
い
て
、
最
低
限
、
飲
料
水
は
３
リ
ッ

ト
ル
を
三
日
分
、
食
料
も
三
日
分
が

必
要
。
ど
れ
だ
け
備
蓄
し
て
い
る
か
。

【
建
設
部
長
】
食
料
８
９
，
１
７
０

食
、
飲
料
水
７
５
，
６
０
０
リ
ッ
ト

ル
。
災
害
発
生
一
日
後
に
避
難
者
数

７
，
５
０
０
人
と
予
測
し
、
三
日
分

の
食
料
・
水
を
備
蓄
し
て
い
る
の
で
、

十
分
な
量
を
確
保
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

【
服
部
】
ト
イ
レ
は
一
人
一
日
５
回

分
が
目
安
だ
が
、
能
登
半
島
地
震
で

も
ト
イ
レ
や
衛
生
用
品
の
要
望
が
多

か
っ
た
。
稲
沢
市
は
ど
う
か
。

【
建
設
部
長
】
簡
易
ト
イ
レ
や
ト
イ

レ
で
使
用
す
る
凝
固
剤
は
、
十
分
な

量
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、
衛
生

用
品
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
で
は
水

が
不
足
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
水
を

必
要
と
し
な
い
、
液
体
ハ
ミ
ガ
キ
、

体
拭
き
シ
ー
ト
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

と
い
っ
た
衛
生
用
品
を
２
０
２
４
年

度
か
ら
計
画
的
に
備
蓄
し
て
い
く
。

【
服
部
】
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い

て
、
東
京
都
港
区
で
は
６
０
歳
以
上
、

所
得
制
限
な
し
で
１
３
万
７
千
円
補

助
し
て
い
る
。
年
齢
や
所
得
制
限
の

緩
和
、
助
成
額
を
引
き
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
利
用
者
は
何
人
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
７
０
歳
以
上
、

住
民
税
非
課
税
の
方
に
上
限
３
万
円

補
助
し
て
い
る
。
近
隣
市
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
が
、
現
時
点
で
は
妥

当
な
も
の
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
は

１
１
件
、

令
和
４
年

度
は
６
件
、

令
和
５
年

度
は
２
月

末
時
点
で

６
件
で
あ
る
。
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稲
沢
市
３
月
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
３
月
８
日
～
１

２
日
ま
で
の
三
日
間
で
、
日
本
共
産
党
の
服
部
俊
夫
議
員
は
、
①
介
護
保

険
、
②
補
聴
器
補
助
、
③
災
害
対
策
。
曽
我
部
博
隆
議
員
は
、
①
学
校
統

廃
合
、
②
教
職
員
の
処
遇
改
善
、
③
国
府
宮
周
辺
の
再
整
備
、
④
会
計
年

度
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
服
部
議
員

の
質
問
を
報
告
し
ま
す
。

稲
沢
市
３
月
議
会
の
一
般
質
問

開
発
よ
り
も
市
民
生
活
重
視
の
予
算
を

能
登
半
島
地
震
の
経
験
か
ら
学
ぶ

災
害
備
蓄
品
、
万
全
の
対
策
を

介
護
保
険
の
公
費
負
担
割
合
の

引
上
げ
は
、
自
民
党
・
公
明
党
も

主
張
し
て
い
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度

を
堅
持
す
る
た
め
、
公
費
負
担
の

増
加
を
図
り
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
増
大
が
想
定
さ
れ
る
介
護
保

険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
ま
す
」

（
自
民
党
参
院
選
公
約
Ｊ-

フ
ァ
イ

ル2
0
1
0

）

「
私
ど
も
自
民
党
が
消
費
税
１

０
％
あ
げ
る
と
き
の
案
の
中
に
は
、

介
護
保
険
公
費
６
０
％
、
そ
の
う

ち
の
１
０
％
（
増
加
分
）
は
国
が

国
費
で
出
す
と
い
う
よ
う
な
…
…

そ
う
い
う
よ
う
な
案
も
実
は
盛
り

込
ん
で
お
っ
た
ん
で
す
」
（
田
村

憲
久
・
安
倍
内
閣
時
の
厚
労
相
）

２
０
１
４
年
６
月
１
０
日
参
院
功

労
委
員
会
で
の
答
弁
）

「
公
費
負
担
割
合
を
５
割
か
ら
、

当
面
６
割
に
引
き
上
げ
、
２
０
２

５
年
に
は
介
護
保
険
の
３
分
の
２

を
公
費
負
担
で
ま
か
な
う
」
（
公

明
党
「
新
・
介
護
公
明
ビ
ジ
ョ
ン
」

２
０
１
０
年
）

な
ど
と
、
選
挙
公
約
や
国
会
答

弁
で
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度

保
険
料
引
き
上
げ
反
対

補
聴
器

購
入
補
助
の
拡
充

介
護
制
度
の
改
悪
反
対

政
府
に
対
し
意
見
を

自
民
・
公
明
も

公
費
負
担
引
き
上
げ
主
張

人
材
確
保
の
た
め
に

研
修
に
１
０
万
円
補
助

介護保険の財源構成

（２００４年～２６年度）


